
演劇部 全国高等学校演劇大会出場！

みやぎ総文2017演劇部門・全

国高校演劇大会は全国より12校

が出演し、８月１～３日イズミ

ティ21を会場に開催さ

れました、本校は１日

に上演し、震災を題材

に、熱のこもった演技

を披露し優良賞に輝きました。

全
国
大
会
を
終
え
て

演
劇
部
部
長
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口
優
美
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・
岩
沼
北
中
出
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観

て

い

る

方

々

に

震

災

を

伝

え

る

―

と
い
う
目
標
を
胸
に
、
全
員
が

精
一
杯
演
じ
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
に
応
援

を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
作

品
を
通
し
、
た
く
さ
ん
の
方
々

と
出
会
い
、
支
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
悔
い
の
な
い
上
演
が

で
き
た
こ
と
が
、
何
よ
り
嬉
し

く
感
じ
て
い
ま
す
。

みやぎ総文

2017開催！

みやぎ総文2017

（第41回全国高等

学校総合文化祭）

は７月31日～８月

４日、県内各地を会場に23部門で開催され、芸術文化活

動に取り組む全国の高校生約２万人が集いました。本校

は演劇の他、器楽管弦楽部門でギター部が演奏を披露。

書道、写真、文芸部

が各部門で、名取文

化会館会場の郷土芸

能部門では吹奏楽部

が運営にあたり大会

を成功させました。

郷
土
芸
能
会
場
ス
タ
ッ
フ

合
同
演
奏
を
披
露
し
た
ギ
タ

ー
部

パワーを音色に ギター部 部長

吉田麻里愛（３年・郡山中出身）

私たちは８月２日、岩沼市民会館で県内

５校72人で構成された「ギターアンサンブ

ルＤＡＹＺ」として２曲演奏しました。初

めての合同演奏でしたが、心をひとつにし

た音色を奏でることができ、全国の方々へ宮城の高校生

パワーを伝えることができました。

悲劇を喜びへ変える繋がりの記憶

文芸部 部長 渡邉結哉（３年・袋原中出身）

全国の文芸部員の繋がりはより強まり、

若々しい命の力は増幅します。文芸部門１

日目は仙台城跡、旧仙台荒浜小、うみの杜

水族館を巡る文学散歩で案内を務め、２日

目に分科会、部誌の制作、３日目に報告会と熊谷達也さ

んによる記念講演を行いました。この３日間は私にとっ

て「繋がり」が鍵とな

りました。震災の記憶

を全国の高校生に繋ぎ、

集まった生徒たちで一

つの目標を達成しよう

と協力する、そこに強

い力を感じました。

荒
浜
小
を
案
内
す
る
文
芸
部
員

南東北総体2017（インターハイ）開催！

７月下旬から８月下旬ま

で、宮城・山形・福島を会

場に全国高等学校総合体育

大会が開催され、７月28日

天童市で行われた総合開会

式には宮城県高校生活動推

進委員の松本裕也さん（２

年・逢隈中出身）が参加しました。また各競技では、弓道、

剣道、サッカー、水泳部が運営にあたり、インターハイ

をサポートしました。サッカー競技では、相馬寿哉さん

（３年・荒浜中出身）が審判として活躍をしました。全国

の高校生から審判に選出されたのは２名で、相馬さんは

準々決勝まで審判にあたりました。

来
場
者
へ
お
も
て
な
し
活

動
を
す
る
松
本
さ
ん

インターハイに参加して 相馬寿哉

インターハイに審判員として参加

することを知らされた時は、全国の

舞台でジャッジができる喜びと、高

校生の私で務まるのかという不安が

入り混じっていました。しかし、１

級審判員の方に「ピッチに立ったら

年齢や級に関係なく思い切りやって

欲しい」と声を掛けていただき、自

信を持ってピッチに立つことができ

ました。今回の経験で、高い審判技術を学び、自分の

課題を明確にすることができました。また選手として、

全国レベルのプレーの質やスピードを目の当たりにす

ることができ、同じ年の選手のレベルの高さを痛感し

ました。この貴重な経験に感謝するとともに、これか

らのサッカー人生に活かしてゆきたいと思います。

アクティブセミナーを開催
７月19日、１、２年生対象のアクティブセミナーを

開催しました。47講座の中から３つの講座を受講し、

市民講師の皆さんの職

業観や人生観に触れ、

今後の生き方を考える

きっかけにすることが

できました。講師の皆

様、ありがとうござい

ました。

オープンキャンパス開催
７月28日、中学３年生を対象

にしたオープンキャンパスに
1,017人がおいでいただき、学
校説明や部活動見学を行いまし
た。ご来校いただきました皆様
ありがとうございました。
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女子バレー部 ワールドグランプリ運営を補助

７月14～16日に仙台市体育館

で開催された国際大会のコート

キーパーを本校女子バレー部が務め、世界レベル

のバレーを間近で体験しました。

保健講話で性について学習

７月４日、１学年保健講話で性について考える学

習が行われました。加藤尚子養護教諭の講義を通し、

「性について考えることは、命について考えること」

を学びました。

【 宮城県名取北高等学校 】

〒981-1224 宮城県名取市増田字柳田103

TEL 022-382-1261 FAX 022-384-8976

HP http://natorikita.myswan.ne.jp

mail chief@natorikita.myswan.ne.jp

（担当）教頭・町田尚彦

（学校だよりのご感想をお寄せください）

美
田
園
第
一
応
急
仮
設
住
宅
に
は
、
日
本
全
国
か
ら
高
校
生
が
防
災
研
修
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
訪
れ
て
お
り
、
「
み
や
ぎ
総
文
２
０
１
７
」
で
は
全
国
の
高
校
生

が
取
材
訪
問
し
ま
し
た
。
今
回
、
自
治
会
長
の
高
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善
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さ
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メ

ッ
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ー
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だ
き
ま
し
た
。
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が
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仮
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夫

●

訪
問
し
た
高
校
生
の
印
象
は
？

被
災
し
た
方
々
と
温
か
く
接
し
て
く
れ
、
孫
の
よ
う
な
存
在
に
癒
さ

れ
て
い
ま
す
。
雑
草
取
り
や
エ
ヤ
コ
ン
掃
除
の
他
に
、
心
に
寄
り
添
っ

て
話
を
聞
い
て
も
ら
う
だ
け
で
住
民
に
安
心
感
が
生
ま
れ
ま
す
。
多
く

の
若
者
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
交
流
し
て
欲
し
い
で
す
。

●

高
校
生
の
世
代
に
経
験
し
て
欲
し
い
こ
と
は
？

毎
日
の
様
々
な
体
験
の
中
で
、
多
く
の
失
敗
も
経
験
し
て
欲
し
い
。

自
分
の
若
い
頃
を
振
り
返
る
と
、
本
来
は
ユ
ー
ザ
ー
（
客
・
相
手
）
優

先
な
の
に
、
つ
い
自
己
防
衛
的
に
な
っ
て
し
ま
い
、
相
手
に
伝
わ
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
大
切
な
の
は
、
自
分
の
枠
を
壊
し
て
ゆ
く
こ

と
。「
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
」
と
疑
問
を
持
っ
て
言
え
る
の
は
若
い
特
権

で
す
。
社
会
に
出
る
前
に
、
様
々
な
失
敗
の
経
験
を
通
し
学
ぶ
こ
と
は

大
き
い
。
周
囲
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
し
、
自
分
で

気
づ
く
こ
と
も
あ
る
。
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
処
法
が
わ
か
ら
な
く
て
悩
み

を
抱
え
て
し
ま
う
若
者
も
多
い
で
し
ょ
う
が
、
失
敗
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
、

夢
を
叶
え
る
の
に
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

●

自
治
会
長
を
引
き
受
け
た
き
っ
か
け
は
？

避
難
の
手
助
け
を
し
て
い
た
妻
が
津
波
の
犠
牲
に
な
り
、
人
の
助
け

に
な
り
た
か
っ
た
妻
の
遺
志
を
継
ぎ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。「
生
き
の
び

た
運
命
が
新
し
く
生
き
る
力
に
な
る
‐
そ
れ
が
大
切
な
こ
と
」
と
の
思

い
か
ら
、
被
災
者
の
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
に
努
め
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。
地
域
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
仮
設
住
宅
が
安
心
安
全

を
考
慮
し
た
構
造
に
な
る
よ
う
に
な
ど
、
政
界
や
行
政
に
働
き
か
け
、

実
現
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
世
の
中
に
は
、
今
必

要
な
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
り
、
今
後
も
活
動
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

●

未
来
を
担
う
若
者
へ

新
し
い
町
が
で
き
、
町
自
体
が
変
化
し
て
ゆ
き
ま
す
。
環
境
も
変
わ

り
、
住
民
の
生
活
習
慣
も
変
わ
る
。
そ
の
変
化
に
い
ち
早
く
気
づ
き
、

自
分
た
ち
の
環
境
を
自
ら
整
備
し
よ
う
と
す
る
力
を
育
て
て
欲
し
い
で

す
。
そ
れ
を
作
っ
て
ゆ
く
お
手
伝
い
も
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日本・ベラルーシ友好派遣団2017に参加

７月21日～８月４日、両国の友好や次世代の国際リー

ダー養成を目的に、本校生徒13名（宮城県から40名）と

教諭２名がベラルーシへ派遣されました。

ベラルーシ訪問を終えて

佐藤花歩（３年・亘理中出身）

今回の訪問では、ほとんどの人が初めて

の海外渡航だったので、片道約18時間、治

安など心配もありましたが、行ってみると静かで穏やか

な国での研修はとても感動的でした。研修のほとんどを

過ごしたズブリョーノクでは、毎日たくさんの子どもた

ちと触れ合いました。国を越えて友だちをつくることは

楽しいことでした。健康リハビリプログラム、動物の観

察、サイクリングやスポーツ、民芸玩具の製作、ディス

コなど、毎日がとても充実していました。ベラルーシ訪

問は私たちの

貴重な経験に

なり、これか

らに活かして

ゆきたいと思

っています。

世
界
遺
産
の
ニ
ャ
ー
ス
ヴ
ィ
ス

城
前
で

奉仕活動部 夏のボランティア体験

奉仕活動部は増田児童センター、名取市社会福祉協

議会配食サービス、デイサービスセンター青松苑、盲

導犬ふれあい募金などで活動にあたり、多くの皆様に

お世話になりました。ありがとうございました。

「高校生ボランティア・アワード」に参加して

奉仕活動部 部長 鹿野鈴賀（３年・槻木中出身）

副部長 武田花音（２年・山下中出身）
地道に奉仕活動を実践する高校生の発表交流の場と

して「高校生ボランティア・アワード」が昨年創設さ

れ、昨年本校は「若獅子賞」を頂きました。今年は８

月９,10日、さいたまスーパーアリーナを会場に開催さ

れ、全国101の高校が集結し、各ブースでそれぞれの活

動を発表し、志を同じくする高校生や一般の方々と交

流を深めました。被災地にある本校へは、多くの方々

から温かい励ましを頂きました。また、風に立つライ

オン基金の創設者でもあるさだまさしさんを始め、も

もいろクローバーＺなど、活躍する著名人の方々とも

触れ合うことができ、とても貴重な体験ができました。

最後のチャリティコンサートは豪華な顔ぶれで圧巻で

した。今回得た刺激

や繋がりをもとに、

私たちは今後も「志」

を大切にし「ささや

かで偉大な」活動を

続けていきたいと強

く思いました。

会
場
の
本
校
ブ
ー
ス
で

試
合
中
コ
ー
ト
を
拭
く
本
校
部
員


